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背景・目的
　平成16〜24年度の間、地方研究機関や大
学等と共同で水産庁事業「水産バイオマスの
資源化技術開発事業」を実施しました。本事
業は、「バイオマス・ニッポン総合戦略」を
受けて水産バイオマス（海藻、漁業阻害生物
等）の有効利用を図ろうというものでした。
　本事業の課題の一つに、コンブ漁場などで
発生する雑海藻（未利用資源）に含まれるア
ルギン酸をオリゴ糖化して有効利用しようと
いう課題がありました。
　通常、アルギン酸を抽出してからオリゴ糖
化するのですが、本課題では海藻分解菌の力
を利用して海藻から直接オリゴ糖を取り出す

（サイレージ発酵）ことでコストダウンを図
ろうとしました。なお、アルギン酸を除去し
た雑海藻の残さはバイオエタノール等の発酵
に使えます。
成　　果
1．�サイレージ発酵技術によって、コンブ漁

場の雑海藻で未利用資源であるスジメか
らアルギン酸オリゴ糖を効率よく取り出
すことに成功しました（図1）。

2．�サイレージ発酵技術によって得られたアル
ギン酸オリゴ糖（AO）について、食品や
化粧品への応用を目指して機能性を検討
したところ、腸内のビフィズス菌を増やし
たり、皮膚細胞がコラーゲンを合成するの
を促進したりする活性を見いだしました。
さらに、AOを添加した化粧品として洗顔
石けんを試作し、インターナショナルシー
フードショーで配布しました（図2, 3）。

波及効果
　サイレージ発酵技術によって、未利用の海
藻類からアルギン酸オリゴ糖が生産できるよ

うになりました。今後、スケールアップなど
によりコストダウンを図ることで食品や化粧
品への応用が進めば、海藻バイオマス資源の
有効利用につながると期待されます。
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図1　�サイレージ発酵技術によるスジメからのアルギン酸オリゴ
糖の調製

図2　サイレージ発酵技術によるAOのビフィズス菌増殖促進能
（AO：サイレージ貯蔵によるAO, EtAO：AOをエタノール沈
殿で精製したもの, 酵素AO：従来法によって調整したAO）

図3　AO添加洗顔石けんポスター


